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V254a 超小型衛星VERTECS: ミッションペイロードの開発状況
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VERTECS(Visible Extragalactic background RadiaTion Exploration by CubeSat)は、6Uサイズの超小型衛
星に広視野かつ小型の可視光望遠鏡を搭載して、宇宙可視光背景放射を観測するプロジェクトである (佐野ら、本
年会)。本衛星に搭載する 3Uサイズのミッションペイロードは、全視野角 6◦ × 6◦、ピクセル視野角 11”× 11”で
高スループットなレンズ光学系と、高感度かつ低ノイズな検出器、迷光除去バッフルから構成される。検出器前
面にはカラーフィルタを配置し、波長 400-800 nmを 4バンドに分割する。
これまでに BBMおよび EMの設計・製作・試験を実施し、要求仕様を満たすミッションペイロードの設計解

を得た。望遠鏡に入射した平行光は、全バンドで要求を満たすサイズ (ϕEE90% ≤ 10 µm)に結像することを確認
した (小鹿ら、本年会)。また、QTレベルの振動・衝撃試験や、-30◦C∼30◦Cの熱サイクル試験でも各部品に変形
や損傷は見られず、各試験の前後で光学性能に著しい変化が無いことを確認した (橋本ら、本年会)。加えて、レ
ンズ光学系および検出器が十分な放射線耐性を持つことも確認した (廣瀬ら、本年会)。これらの結果を受けて、
2024年 11月にはレンズ光学系と迷光除去バッフルの FMの製作が完了し、現在は FM検出器と組み上げて、ペ
イロード単体および衛星全体の機能・性能試験を進めている。VERTECSは 2025年度にH3ロケット 30形態試
験機での打上げを予定している。本講演では、ミッションペイロードの概要と、各コンポーネントの要求仕様お
よび評価試験、打上げまでのスケジュールについて報告する。


